[bookmark: _4wxhsn126de4]スタッフ規程同意書
（キャンプ場・グランピング）

キャンプ場・グランピング施設の運営事業者（以下「甲」という。）と、当該施設において業務に従事するスタッフ（以下「乙」という。）は、施設運営に関する業務規程、安全管理、接客対応、衛生管理、情報管理その他の遵守事項について、以下のとおり確認し、乙はこれに同意する。

[bookmark: _epjnutf0vg14]第1条（目的）
本同意書は、甲が運営するキャンプ場・グランピング施設（以下「本施設」という。）において、乙が業務を遂行する際に遵守すべき基本的な規程を定め、安全かつ円滑な施設運営、利用者への適切なサービス提供、事故及びトラブルの防止並びに施設の信用維持を図ることを目的とする。

[bookmark: _k3ly7mtanzr9]第2条（対象施設及びスタッフ情報）
本同意書の対象となる施設及びスタッフの情報は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	施設名
	

	施設所在地
	

	運営事業者名
	

	スタッフ氏名
	

	所属部署・担当業務
	

	雇用・契約形態
	□ 正社員　□ 契約社員　□ アルバイト　□ パート　□ 業務委託　□ その他

	業務開始日
	年　　　月　　　日

	規程適用開始日
	年　　　月　　　日



[bookmark: _8vg2vfije0vr]第3条（適用範囲）
1. 本同意書は、本施設において受付、接客、清掃、設備管理、飲食提供、宿泊管理、アクティビティ運営その他の業務に従事する乙に適用する。
2. 乙は、本同意書のほか、甲が別途定める就業規則、業務マニュアル、安全管理規程、衛生管理基準その他の社内規程のうち、乙に適用されるものを遵守する。
3. 本同意書と雇用契約、業務委託契約又は就業規則等の内容に相違がある場合は、法令及び各契約の性質を踏まえ、適用関係を判断するものとする。
4. 本同意書は、労働関係法令その他の強行法規に基づく乙の権利を制限するものではない。

[bookmark: _cgl5sry5mga3]第4条（基本的な服務規律）
1. 乙は、本施設の運営方針及び業務上の指示を理解し、誠実かつ適切に業務を遂行するものとする。
2. 乙は、利用者、他のスタッフ、取引先及び近隣住民に対し、礼節をもって対応し、本施設の信用を損なう行為を行わないものとする。
3. 乙は、業務中に知り得た施設運営上の情報を適切に管理し、自己又は第三者の利益のために不正利用してはならない。
4. 乙は、業務に支障を及ぼす飲酒、薬物の不正使用その他安全な業務遂行を妨げる行為をしてはならない。
5. 乙は、事故、苦情、設備不良その他施設運営上の問題を発見した場合、速やかに甲又は指定された責任者に報告するものとする。

[bookmark: _fwmq877pxmti]第5条（勤務時間及び勤怠管理）
1. 雇用契約に基づき勤務する乙は、甲が定める勤務日、勤務時間、休憩時間及び勤務場所を遵守する。
2. 乙は、遅刻、早退、欠勤その他勤務予定に変更が生じる場合、所定の方法により速やかに連絡するものとする。
3. 乙は、勤怠記録について虚偽の申告、代理打刻その他不正な処理を行ってはならない。
4. 時間外労働、休日労働及び深夜労働については、労働基準法その他関係法令及び適用される就業規則等に従うものとする。
5. 業務委託契約に基づくスタッフについては、勤務時間等に関する事項を個別契約に従って取り扱い、本条によって雇用関係が成立するものではない。

[bookmark: _xysou4pefjhk]第6条（接客及び利用者対応）
1. 乙は、利用者に対して公平かつ丁寧に対応し、差別的な言動、威圧的な態度その他不適切な接客行為を行ってはならない。
2. 乙は、予約内容、利用料金、チェックイン及びチェックアウト時間、施設利用上の注意事項等について、正確な案内を行うものとする。
3. 利用者から苦情、要望又は問い合わせを受けた場合、乙は事実関係を確認し、必要に応じて責任者へ報告するものとする。
4. 乙は、甲の承認なく、料金の減免、返金、補償、予約条件の変更その他施設運営上重要な判断を行ってはならない。
5. 利用者との私的な金銭取引、無断の営業行為その他職務上の立場を不当に利用する行為を禁止する。

[bookmark: _ba69yqhhlijq]第7条（施設及び設備の管理）
1. 乙は、テント、グランピングドーム、コテージ、キャビン、共用施設、駐車場その他本施設の設備を適切に取り扱うものとする。
2. 乙は、設備の使用前後に必要な点検を実施し、破損、故障、異常その他危険な状態を発見した場合、速やかに責任者へ報告する。
3. 乙は、甲の許可なく施設設備を私的に使用し、第三者に貸与し、又は施設外へ持ち出してはならない。
4. 乙は、利用者による設備の不適切な使用を発見した場合、安全を確保したうえで必要な注意喚起及び報告を行うものとする。
5. 専門的な資格又は技術を必要とする設備の点検、修理及び操作については、必要な資格又は権限を有する者が実施するものとする。

[bookmark: _e5qfqx7062xb]第8条（火気及び燃焼設備の安全管理）
1. 乙は、焚き火、バーベキュー、薪ストーブ、ガス機器、暖房器具その他火気を使用する設備について、甲が定める安全管理基準を遵守する。
2. 乙は、火気設備の使用前に、設置場所、周辺の可燃物、消火設備及び機器の状態を確認するものとする。
3. 乙は、利用者に対し、火気使用場所、使用可能時間、消火方法及び禁止事項を適切に説明する。
4. 乙は、強風、乾燥その他火災の危険性が高い状況において、甲の定める基準に従い火気使用の制限又は中止に必要な対応を行うものとする。
5. 一酸化炭素中毒、ガス漏れ、火傷、火災その他の危険を防止するため、乙は換気、燃焼状態及び使用環境の確認を適切に行う。
6. 火災又はそのおそれを発見した場合、乙は人命の安全を最優先とし、通報、避難誘導及び初期消火等を自己の安全が確保できる範囲で行うものとする。

[bookmark: _d6x01qhqnoxl]第9条（自然環境及び屋外活動の安全管理）
1. 乙は、本施設の自然環境及び立地条件を理解し、気象、地形、河川、森林、野生動物その他の危険要因に注意して業務を遂行する。
2. 乙は、大雨、雷、強風、積雪、土砂災害その他の自然災害が予想される場合、気象情報及び甲の安全管理基準に基づき必要な対応を行う。
3. 乙は、危険区域、立入禁止区域及び利用制限区域について、利用者への案内及び必要な安全確認を行うものとする。
4. 乙は、アクティビティの実施にあたり、使用設備、参加条件、安全装備及び緊急時の対応方法を確認する。
5. 乙は、事故発生の危険性が高いと判断した場合、速やかに責任者へ報告し、必要に応じて活動の一時停止その他の安全確保措置を講じる。

[bookmark: _v7icjsarbk9q]第10条（清掃及び衛生管理）
1. 乙は、客室、テント、寝具、浴室、トイレ、共用施設その他の清掃及び衛生管理について、甲が定める基準を遵守する。
2. 乙は、清掃用具、洗剤、消毒用品その他の衛生管理用品を適切に使用及び保管する。
3. 乙は、清掃時に設備の破損、害虫の発生、異臭、汚染その他の異常を発見した場合、速やかに責任者へ報告する。
4. 乙は、感染症の拡大防止に必要な衛生管理を実施し、体調不良その他衛生上の問題がある場合は所定の方法により報告する。
5. 利用者の私物又は遺失物を発見した場合、乙は甲の定める手続に従い、適切に保管及び引渡しを行うものとする。

[bookmark: _958emdu28n32]第11条（飲食提供及び食品衛生）
1. 飲食物の調理、加工、保管、配膳又は提供に従事する乙は、食品衛生法その他関係法令及び甲が定める衛生管理基準を遵守する。
2. 乙は、食材の保存温度、消費期限、調理器具の衛生状態及び交差汚染の防止について必要な管理を行う。
3. 乙は、食物アレルギーに関する問い合わせを受けた場合、確認できない事項について独断で安全性を保証せず、責任者又は担当者に確認するものとする。
4. 乙は、食品の異常、異物混入、食中毒の疑いその他衛生上の問題を発見した場合、直ちに責任者へ報告する。
5. 乙は、甲が定める健康状態の確認及び衛生管理手続に従い、食品の安全性確保に努めるものとする。

[bookmark: _9ujfemimhuat]第12条（個人情報及び秘密情報の管理）
1. 乙は、業務上知り得た利用者の氏名、住所、連絡先、予約情報、決済情報その他の個人情報を、業務上必要な範囲でのみ取り扱う。
2. 乙は、甲の事前の承諾なく、個人情報又は秘密情報を第三者に開示、提供、漏えい又は私的利用してはならない。ただし、法令に基づく場合その他正当な理由がある場合を除く。
3. 乙は、予約管理システム、顧客管理システム、業務用端末及び各種アカウントについて、甲が定める情報セキュリティ基準を遵守する。
4. 乙は、業務上必要な場合を除き、利用者情報を私物の端末、外部記録媒体又は個人のクラウドサービスに保存してはならない。
5. 情報の紛失、誤送信、不正アクセスその他の情報漏えい事故が発生し、又はそのおそれがある場合、乙は速やかに甲へ報告する。
6. 本条に定める秘密保持義務は、業務終了後も、当該情報が適法に公知となるまで又は法令上保護される期間中、引き続き適用されるものとする。

[bookmark: _cjfkctfi5bje]第13条（写真撮影及びSNS利用）
1. 乙は、利用者の写真、動画、音声その他個人を識別できる情報について、甲が定める手続及び必要な同意を得ることなく撮影又は公開してはならない。
2. 乙は、甲の許可なく、業務上知り得た情報、施設の非公開区域、利用者情報その他の秘密情報をSNS、ブログ、動画配信サービス等に投稿してはならない。
3. 乙は、施設の公式SNSその他広報媒体を運用する場合、甲が定める運用方針及び承認手続を遵守する。
4. 乙は、SNS上で本施設、利用者又は他のスタッフに対する誹謗中傷、プライバシー侵害その他違法又は不適切な行為を行ってはならない。
5. 本条は、法令上認められる正当な意見表明、公益通報その他の権利行使を妨げるものではない。

[bookmark: _dpjntsak6cs1]第14条（金銭及び予約情報の管理）
1. 乙は、宿泊料金、施設利用料金、物品販売代金その他の金銭について、甲が定める会計処理及び管理手続を遵守する。
2. 乙は、現金、釣銭、領収書、決済端末その他の金銭管理に関係する物品を適切に取り扱う。
3. 乙は、甲の許可なく料金を変更し、無断で返金又は値引きを行い、又は売上金を私的に使用してはならない。
4. 乙は、予約情報の登録、変更及び取消しについて、甲が定める手続に従うものとする。
5. 金銭の過不足、予約情報の誤登録、不正決済その他の異常を発見した場合、乙は速やかに責任者へ報告する。

[bookmark: _g7ptby7brmak]第15条（禁止事項）
乙は、次の各号に掲げる行為を行ってはならない。
1. 利用者又は他のスタッフに対する暴力、脅迫、暴言、差別、セクシュアルハラスメント、パワーハラスメントその他の不適切な行為
2. 業務中の飲酒、違法薬物の使用その他安全な業務遂行を妨げる行為
3. 施設設備、備品、商品又は金銭の窃取、横領、無断使用若しくは故意の損壊
4. 利用者情報、営業情報その他の秘密情報の不正取得、漏えい又は私的利用
5. 甲の許可を得ない施設内への第三者の立入り又は宿泊
6. 施設の安全管理規程に違反する火気、設備又は車両の使用
7. 甲の許可なく行う施設名義での契約、金銭の受領又は営業活動
8. 業務記録、勤怠記録、予約情報その他の記録の改ざん又は虚偽申告
9. その他法令、適用される就業規則又は正当な業務上の指示に違反する行為

[bookmark: _lsko2tcfriw8]第16条（事故及び緊急時の対応）
1. 乙は、事故、火災、自然災害、急病人の発生その他の緊急事態に備え、甲が定める緊急対応マニュアル及び避難経路を確認する。
2. 緊急事態が発生した場合、乙は利用者及びスタッフの生命、身体の安全を最優先に行動するものとする。
3. 乙は、必要に応じて消防、警察、救急その他の関係機関に通報し、速やかに責任者へ報告する。
4. 乙は、事故の発生日時、場所、状況、対応内容その他必要な事項について、甲の定める方法により記録する。
5. 乙は、甲の承認なく事故の原因、責任の所在又は補償内容について確定的な説明又は約束を行ってはならない。ただし、緊急時の通報、事実の報告その他必要な安全確保措置を妨げない。

[bookmark: _yk2ij7i9oa81]第17条（ハラスメントの防止及び相談）
1. 甲及び乙は、相互の人格及び尊厳を尊重し、ハラスメントのない職場環境の維持に努める。
2. 乙は、ハラスメントを受け、又は目撃した場合、甲が設ける相談窓口その他適切な相談先に申し出ることができる。
3. 甲は、相談又は申告があった場合、必要な事実確認を行い、関係者のプライバシーに配慮しながら適切に対応する。
4. 甲は、乙が正当な相談又は申告を行ったことを理由として、不利益な取扱いをしてはならない。

[bookmark: _1mczvjwmc8gp]第18条（教育及び研修）
1. 乙は、担当業務に必要な安全教育、接客研修、衛生管理研修、防災訓練その他甲が指定する研修のうち、適用される契約及び法令に基づき受講すべきものに参加する。
2. 乙は、研修で習得した知識及び技能を業務に活用し、安全かつ適切なサービスの提供に努める。
3. 甲は、必要に応じて業務マニュアルの改訂内容、安全管理上の注意事項その他の重要情報を乙に周知する。
4. 研修時間の取扱い及び費用負担については、関係法令並びに適用される雇用契約又は業務委託契約に従う。

[bookmark: _gi99py33o91j]第19条（規程違反への対応）
1. 乙が本同意書又は適用される規程に違反した場合、甲は事実関係を確認し、違反の内容、程度及び影響を踏まえて必要な対応を行うことができる。
2. 雇用契約に基づくスタッフに対する懲戒処分については、労働関係法令及び就業規則に従い、客観的合理性及び社会通念上の相当性を踏まえて判断する。
3. 業務委託契約に基づくスタッフについては、個別契約に定める是正措置、契約解除その他の対応によるものとする。
4. 乙の故意又は過失によって甲に損害が生じた場合、甲は法令及び契約に基づき、乙に対して相当な範囲の損害賠償を請求することができる。
5. 本条は、甲が乙に対して当然に損害の全額を負担させ、又は賃金から一方的に控除する権限を認めるものではない。

[bookmark: _xtc620tpwb14]第20条（規程の変更）
1. 甲は、法令改正、施設運営上の必要性、安全管理基準の変更その他合理的な理由がある場合、本同意書に関連する業務規程を変更することができる。
2. 甲は、規程を変更する場合、変更内容、適用開始日及び必要な事項を、書面、電子メール、社内システムその他適切な方法により乙に周知する。
3. 労働条件の変更を伴う場合は、労働契約法その他関係法令に従い、必要な合意又は手続を行うものとする。
4. 業務委託契約の内容を変更する場合は、原則として当事者間の合意により行うものとする。

[bookmark: _10378edz6prl]第21条（業務終了時の義務）
1. 乙は、退職、契約終了その他の理由により業務を終了する場合、甲から貸与された制服、鍵、備品、端末、資料その他の物品を、甲が指定する方法により返還する。
2. 乙は、業務上管理していた予約情報、利用者情報、業務記録その他必要な情報について、適切な引継ぎを行うものとする。
3. 乙は、業務終了後も、第12条に定める秘密保持義務その他その性質上存続すべき義務を遵守する。
4. 甲は、業務終了に伴う物品の返還、情報の削除及びアクセス権限の停止について、適切な手続を実施する。

[bookmark: _bqry4d21i1gt]第22条（法令及び他の契約との関係）
1. 本同意書は、甲乙間における基本的な服務規律及び業務上の遵守事項を確認するものであり、雇用契約又は業務委託契約そのものに代わるものではない。
2. 本同意書の規定が労働基準法、労働契約法、個人情報保護法その他の関係法令に抵触する場合は、当該法令の定めを優先する。
3. 本同意書の締結によって、乙の雇用形態、契約上の地位又は法令上の権利義務が当然に変更されるものではない。
4. 業務委託契約の名称又は本同意書の記載にかかわらず、実際の就労状況に応じて関係法令が適用されることを甲乙は確認する。

[bookmark: _b58pynbjtiad]第23条（協議事項）
本同意書に定めのない事項又はその解釈について疑義が生じた場合、甲乙は関係法令、適用される契約及び就業規則等に従い、誠意をもって協議し、解決を図るものとする。

[bookmark: _z89zhtf9tm31]第24条（同意事項）
乙は、本同意書の内容について説明を受け、又は確認する機会を与えられ、次の事項を理解したうえで同意する。
□ 本施設の基本的な服務規律及び業務上の遵守事項
□ 勤務時間、勤怠管理及び業務上の報告義務
□ 利用者への接客対応及び苦情対応の基本方針
□ 施設設備、備品及び金銭の管理方法
□ 焚き火、バーベキューその他火気設備の安全管理
□ 自然災害、屋外活動及び緊急時の安全確保
□ 清掃、衛生管理及び食品衛生に関する事項
□ 個人情報、秘密情報及びSNS利用に関する規程
□ ハラスメント防止及び相談体制
□ 規程違反への対応及び業務終了時の義務
□ その他甲が周知した適用対象の業務規程

[bookmark: _el9snedzrk7m]第25条（同意の成立及び記録）
1. 乙は、本同意書の内容を確認し、署名、記名押印又は適切な電子的方法により同意の意思を表示するものとする。
2. 甲は、本同意書及び同意の記録を、個人情報の保護に配慮し、適切に保管するものとする。
3. 本同意書は、第2条に記載した規程適用開始日から適用する。ただし、法令又は別途有効に成立した契約により異なる取扱いが必要な場合は、その定めに従う。

以上、本同意書の内容を確認し、甲乙双方はその内容を理解したうえで、本書を作成する。

　　　　年　　　月　　　日

甲（施設運営事業者）
所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

施設名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会社名・事業者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

乙（スタッフ）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所属・担当業務：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

同意日：　　　　年　　　月　　　日

